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8
月
28
日
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
市
議
会
を
体
験
す
る
第
16

回
き
ら
り
川
口
ジ
ュ
ニ
ア
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
立
中
学
校
・
高
等
学
校
か
ら
選
出
さ
れ
た
51
人
の
ジ
ュ
ニ
ア
議
員

が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
、
市
政
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
質
問
し

た
り
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。
最
後
に
「
み
ん
な
で
つ
く
る
川
口
の
元

気
の
決
議
」
を
提
案
、
可
決
し
ま
し
た
。

問い合わせ･･･指導課  i048-259-7661～2  k048-253-6260
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みんなでつくる川口の元気の決議
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鋳
物
製
品
や
現
在
も
稼

動
し
て
い
る
鋳
物
工
場
、

実
際
に
見
て
触
る
こ
と
が
で
き
る

鋳
物
製
品
が
あ
る
場
所
な
ど
が
分

か
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
、

人
々
に
広
め
て
は
ど
う
か
。

　
鋳
物
は
、古
く
か
ら
川

口
を
代
表
す
る
産
業
で
あ

り「
鋳
物
の
ま
ち
　
川
口
」と
し
て

全
国
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
鋳
物
を
地
域
の
観
光
資
源

と
し
て
、全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
は
、

本
市
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
の
取
り
組
み
の
１
つ
と

し
て
、川
口
の
鋳
物
製
品
や
設
置
場

所
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
、国
を
は
じ
め
関
係
機
関
に
配

布
す
る
な
ど
、2
0
2
0
年
に
開
催

さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
絶
好
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、川
口
鋳
物
の
活

用
を
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、工
場
見
学
が
で
き
る
鋳

物
工
場
な
ど
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

す
る
な
ど
、川
口
鋳
物
が
よ
り
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
幅
広
く
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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ュ
ニ
ア
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員 （
敬
称
略
）

第
16
回

議場での記念撮影

　私は今、自分の住んでいる町会のラジオ体操に毎日参加し
ています。ラジオ体操には、幼稚園児からお年寄りの人まで幅
広い年代の人がいて、毎朝一緒に体操をしています。その際、
私が大切にしているのは「あいさつ」です。あいさつは、単に礼
儀としてだけではなく、お互いが声を交わすことで心から笑顔
になることができるのです。
　川口市の人口は現在、５８万人を超えました。東京に隣接し、
今なお発展し続けている一方で、昔ながらの鋳物や植木とい
う伝統産業も大切にしています。また、今年から奥ノ木信夫市
長が新たに就任し、市を挙げて「川口の元気づくり」が加速し
ています。このようにあらゆる方面で発展し続けている元気な
街「川口」を、さらにこれからも発展させていくのは、私たち自
身だと思っています。
　また、子どもやお年寄り、障害を持ったかたから外国のかた
がたまで、誰もが元気に、笑顔で明るく、暮らしやすい街にする
ためには、互いを理解し合い、協力することが大切です。その
きっかけとして、一人一人が「あいさつ」を交わし、市民みんな
が笑顔でふれ合えるようになれば、自然と元気になれると思い
ます。
　本日、ジュニア議会に参加させていただき、同じ中学生の意
見を聞き、私たちの暮らす街「川口」について、真剣に考えるこ
とができました。これから、未来の川口を創っていくのは、ここに
いる私たちです。「元気なまちづくり」そして「元気な人づくり」
の実現に向けて、皆で力を合わせ、活気溢れる川口市にする
ことを目指します。そして、我がまち「川口」が、今以上に明るい
まちになるよう、「川口の元気」を私たちみんなでつくることを、
ここに決議いたします。

平成２6年８月２８日
きらり川口ジュニア議会

議 員 提 出 議 案


